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　　和田実の 保育内容の 理念と内容
撮盲内容 「環境」 か らの 検討工。幼稚園創立か ら 「幼児教育法 」 出版まで
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f 。研究の 目的

　和田実 （1876 − 1954 ） ｝ま、東京女
・
子高等自函

範学校保育実習科および鮒属小‘罫交で の勤務 の後、自

ら私立幼稚圓、教員養祓漸 を創設し、野に在っ て 、独

自の 幼 児教育論 を主 張 し 、実践 した。和田 の幼 児 教育

論全体の 成立 と展開に関して は、辛 （2000 ）に よ

る詳細な砺究があるが 、本研究で は、保育内容 の 理念

と内容にっ い て検討する こ とを目的 とする 。 特に 、現

在の 領域 『環境 」 に関係の あ る保育内容が 、日本 の幼

児教育の 流れの 中で どの ように意識され 、実践された

の か を 、明治、大 正 、晞和期にっ い て 明 らか に したい 。

　和田の 幼児教膏論の 最初の 結実は 、明治 41 年 、中

村万六 との 共著 とし て 刊行 し た 「幼児教育法 」 （19

08 ）で ある 。欧米の 幼児教育書の訳書 は そ れまで に

も刊行されてい たが 、こ の 「幼児教育法 」 は．日本で

の 保育の 現状に基づ い て 独爵の 幼児教育論を展聞した

画期的な書 で あ っ た。そ こ で 本稿で は 、「幼児教育法」

を 、その構想が生まれた背景か ら検討す る 。

Il。研究の 内容 と方法

　和田実の活動期を以下の 4 っ に区分し、関連する文

献か ら必 要な項目を調査 し、考察する 。

1F 日本における幼稚園の 創立 （明治 9年 ，1876 ）

　　か ら 『幼児教膏法 」 出版まで 。

2 ，「幼児教育法」 か ら 「実験保育学」 （昭和7 年 、

　　1tJ　32 冫、「保育学 」　（日召禾口18 年 ，1943 ）

　　を経て 太平洋戦争終戦まで 。

3 ．終戦か ら 、「幼稚園 に カ リキ ュ ラム は必 要か 」

　　 （昭和29 年 ，］．954 ）の 出版および 、保育

　　要領 ・幻瞬頓蓑i孝殳育要領 （糎召承囗3 亅．年，1956 ）

　　の 制定まで 。

4 ，こ れ か らの課題

以上の 区分の うち、今回は 1 。にっ いて 、

（1 ＞現在の 保育内容 「環境 」 と関連の あ る 当時の 保

　　 育内容の検討

（2 ）和田実に よる女子高等師範学校附属幼稚園の 保

　　 育方法の批判

（3 ） 「幼児教育法 コ にお け る保育内容の 理念と内容

　　の 保育内容 「環境」 か らの 検討

の 3点か ら考察する 。

lll　e結果

（1 ）現在の 保育内容 「環境 」 と関連の ある 当時 の保

　　　育内容 の 検討

　 学制の 公布 1明治 5年 ，ユ8721 か ら、明治 41

年に至る まで の 幼稚園関係の法令 、お よび 、い くっ か

の 幼稚園 、保育者養成機関の 当時の 状況を示 す史料か

ら 、当時の 保育内容 に関する記述を調査 した。

  保育内容につ い て

　東京女子 師範学校附勵 難 園の明治 1 （）年 のfi己録で

は 、「保育科 目 」 と して次の 3 科を挙げて い る 。

「　rg−一・物品科　日用 ノ 器物即チ椅子机或ハ 花蝶牛馬等

　 ノ各月 ヲ示メス 」

「第二 笶麗科　美麗 トシ好愛ス ル 物即チ彩色等ヲ示 メ

　 ス 1
「第三知識科　観玩二 由テ 知識ヲ開ク即チ立方体ハ 幾

　 箇 ノ端線平面幾箇 ノ角 ヨ リ成リ其形ハ 如何ナ ル 等 ヲ

　 示メ ス 」

　 こ れらは 25 の 子目に細分されて い たが 、その うち

19 −M はフ レーベ ル の恩物丁、それ以外で は 「計数」

「博物理解 」 などが 、今日の 「環境 」 と関連のある内

容とい える 。 また 、同記録中の 「保濤時間表 」 に よる

と ．子目に相当する内容を 1回30 分から 1時間半か

けて扱うようにな っ て い た 。たとえば 5 歳児の 「第一

ノ 組」 で は 「博物修身等ノ話 」
「計数 〔一ヨ リ百二 至

ル ）」 の 時間が毎週 各 3G 分 あ っ た o

　同園の 保育科冒 の構成は 、当時 （Dfkの 幼稚園の保育

内容の基準ともなっ てい た 。 たとえば 、大阪府の 『幼

稚匳i手弓「』　（1879 ）、『愛珠蠅 志留弁』　（1

880 ）や 朕弘鴨 県 の 『蹟塾鴨 女子師範鞴 付黝 隹

園規則，rj（1．879 ）、兵庫県の 『弘道学校附属幼稚

園規貼 （1880 ）で は 、科目の名称や要旨、子目

の 設け方などが多少異な る程度で あ る。また東京府の

明 治 14 年 （1881 ）の 記録で も、府 下の 2 っ の 幼

稚園は 、本所区公立江東女子小学校附属幼稚園で保育

内容に っ い て 「……現今 へ 単二 東京女子師範学較附属
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幼稚園 ノ規定二 摸倣 シ……
」 とす るな ど 、共 に東京女

．
子師範学校附属幼稚園の 保育科 目 を基準 と して い た。

　醒し岡山県は 『下等小学教則』 （ユ879 ）で 「幼

稚科 」 は 「読書 、復習 、暗記 、算術 、書取 、口授 、問

答、習字、体操」 の 9項目 と し、様子が異な っ て い る 。

　明治 32 年 （1899 ） 公布された 『幼稚園保育及

設備規程 』 （文部省令第 三 十二 号 ）で は 「第五 条 llで

「保育ノ 要旨 」 と して 4項目の指針を示し 、「第六条 」

で 「幼児保育ノ 項目」 として 「遊嬉 、唱歌、談話 、手

技 」 を挙げて 、そ れぞれの 内容 に言及 して い る 。 こ の

うち 「談話 」 にっ い ては 厂談話ハ 有益ニ シ テ興味ア ル

事実及寓言 、 通常ノ天然物及人工物等二就キテ之 ヲナ

シ徳性 ヲ涵養 シ観察注意ノ カヲ養ヒ……
」 とされ 、身

近な 自然 に関す る話が 含 ま れ て い たこ とが わか る。

　岡じ 4 項目は 明啅校令施行規則』 （明治33 年

（1900 ）、文部省令第十四号）の 「第九章 幼稚

園及小学校二 類ス ル各種学校 」 の 「第百九
一f−−t条 j に

も挙げられ 、同様の 趣旨が 「第百九十 八条 」 から 「第

ご 百
…
条 」 で 述べ られて い る 。

　こ れよ り後の 『明石女子師範学校附属幼稚園保育方

針等 』 （明治37 年 ，1904 ）は 、r保育『窮項 ノ要

旨 」 と して 「会集 、園芸 、旅行 、遊嬉 （随意 共1司 ） 、

言据舌、手技、唱歌」 の 7 っ を挙げ、「2 ，園芸」 に関

して は 、植物栽培 と動物飼育を行い 厂……動物生活植

物生活及自然法則存在ヲサ トラ シメ 且自然物二 対ス ル

愛ト興味 トヲ喚起セ シ メ……
」 と述べ て い る 。 また、

「3 ．旅行 」 に っ い て も、「自然二 対スル美感ヲ養破

ス ル 亅 こ とをねらい の
一

っ として い る 。

　 『女子高等師範学校附属幼稚園保育要項Ji （明治3

9 年 ，1906 ）では、「保
’
育事項 」 として 「遊嬉、

唱歌、談話、手技 」の 4 っ を挙げ 、この うち 「談話 」

の 内容として 「自己 ・家庭 ・社会 ・自然 」 の 4 っ を区

分して い る 。
「自然」 に は 「動物 ・植物 ・礦物 ・其他

自然現象」 が含 まれて い た 。

  園庭の設置に つ い て

　前出の 『幼稚園保育及設備規穆』 『小学較令施行規

則 』 で は 、園庭に っ い て 「遊園 」 は幼児 1 入にっ き 1

坪を目安とする旨述べ られてい るだけだが、実際の園

庭の環境設定をど の ようにすべ きか にっ いて は 、そ れ

以前の 史料に詳しい記述が み られる。

　た とえば 『幼稚園創立法』 （ 「文部雀教育雑誌 」 明

治 11 年 （1878 ） 12 月号）は 「設立方法 第二

園庭 ノ景況 」 に望ましい 園庭の 概略 にっ い て 、「……

徒二 眺望ノ佳趣ヲ賞シ其結構ヲ装飾ス ルニ ア ラズ……

子 女 ヲ シテ 草木等 ノ如 キ 天 造 ノ物体 ヲ目撃 シ且 ツ之二

親接セ シム ル……
」 と基本的な考え方を示 し た後、園

庭を公庭 ・私睫に二 分割 し、この うち公庭は園庭の 6

割 以 ．ヒど した うえ で 、「…・・e此二 山谷出園池沼島嶼等

ヲ築造シ其ノ間二 竹木草花四季百種 ノ 植物ヲ栽培シ …

…
」 と述べ て い る 。また、私庭 にっ い ては 園児

一
人あ

た り半坪か ら
一一
坪を与え 「……各児 ヲ シテ自分所膏 ノ

地内ニ ハ 随意二 草木百般 ノ 種 ヲ　キ苗ヲ植ヱ ti：ヲ鋤 キ

水 ヲ灌ギ自ラ以 テ培養セ シ ムベ シ……
」 と述べ る と と

もに、園舎東側 の私庭には運動場を設けるべ きである

こ とを説い て い る 。

　 また豊田芙雄 ・述 『保育の栞』 （明治 12 年 ，
18

79 ）にも砂場や花壇の設置を求める記述が み られる 。

　さらに、中村五六 編著 『幼稚園摘葉』 （明治 26 年 ，

1893 》に も 「第十 四童　幼稚園設置ノ梗概　．．ヒ」

に 「庭園 」 に関する記述が ある 。 こ こ で は 、「底園 」

には周囲を樹木で
ー
囲っ た 「遊戯ノ 場所 」 と 「花壇ヲ設

ケ 、諸種 ノ 植物 ヲ栽培 シ樹蔭ニ ハ 榻 ヲ設ケ、又
一
方二

噴水ヲ設ク レバ最モ 佳ナ リ 。
……

亅 とい う場所の 2 っ

が必要とされ てい る 。 さらに栽培すべ き植物は 「主 ト

シ テ 人生有用ナ ル モ ノ 」 で 、これ らは 「説話 ノ事柄 ト

ナ リ、又其種子 ヲ蒔キ 、発生ノ状態 ヲ観察セ シ ム ルニ

便ナル モ ノ ヲ 撰フ可 シ 。 」 と述べ て い る 。

  保膏咎養麟 呈の授業内容に っ い て

　 保育者養成機関の 課程からは 、保育者に要求され た

自然科学の 素養にっ い て窺い 知るこ とがで きる 。

　明治11 年 （1878 ）当時の 東京女子師範学校保

母練習科 （修難年限 1年 ）の 「学科 」 には 「物理学並

動物学 」
「幾何学 」

「図画初歩」 などがみられ る 。

　 ま た、『頌栄幼稚園保母伝習所規則 』 （明治 26 年 ，

ユ 893 ＞では、入学試験の科目と程度を定めた 「第

十
・
七謙 」 で 、「理科 」 に含まれる 「生理学 」

「動物学 」

「植物学 」 に っ い て それ ぞ れ員体的に教科書を挙 げ て

受験者に要求す る水準を示 して い る 。 同伝習所の課程

は普通科 ．高等科とも 2 年 だ っ たが 、入学後の 授業内

容に関する 「第三条 」 で 、「理科 」 にっ い ては 「動物

植物碾物生理衛生等ノ 大要ヲ講述シ 之 ヲ児童二 教ユ ル

ノIE？去ヲ授ク』 と して い る 。

　 一方 、『愛珠幼稚園幼児保育法伝習科規則2 （明治

19 年 ，1886 ）の 「課目 」 に は 、該当するもの が

設けられ てい な い （ほ習期隈 6 カ 月 ） 。

（2 ）および （3 ）につ い て は 、当日発表の 予定 。

IV。参考文献 辛椿仙 （2000 ）和田実に おけ る

　　　 「幼児教育論 亅 その 成立 と展開に関する研究
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